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第6章

バ ーベ キ ュ ー ・ス ミス氏 は、土 曜 日の午 後 のお 茶 に 間 に合 って 到着 した。 彼 は背 の低 い

太 っ た男 で大 きな頭 を してい て首 はほ とん どな い と言 って も よか った。 中年 に入 った時 、

彼 は この首 の な い事 に心 を痛 めて い た。 しか し、 バ ルザ ックの 『ル イ ・ラ ンバ ル ト』 を読

んで 世 界 の偉 人達 は皆 同 じ特 徴 を持 って い る とい う事 を知 って気 が 楽 に な った。偉 大 さ は、

頭 と心 臓 が バ ラ ンス よ く働 く事 で あ り、首 が 短 け れ ば短 い程 、頭 と心 臓 の2つ の 器官 は互

い に近づ くとい うので あ る。 アル ガ リ羊Dみ た い に… … これ は説 得力 が あ った
。

バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は、古 い タ イプの ジ ャーナ リス トだ っ た。 たて 髪 の よ うな髪 を

広 いが 低 い額 か ら後 にな でつ け、 ラ イオ ンを思 わせ るその 頭 を見 せ び らか してい た。 幾分

堕落 して い る よ うに見 え た。 若 い時 分 は陽 気 に ボヘ ミア ンと呼 んで い たが 、今 は もうそ う

は言 わ なか った 。今 の彼 は人 々 の教 師 であ り一 種 の予 言 者 だ った 。慰 め と霊 の教 育 に関す

る本 は12000部 売 れ て い た。

プ リシラ は丁重 に彼 を迎 えた。 今 まで ク ロー ム屋 敷 に来 た事 が なか ったの で 、彼女 は屋

敷 を案 内 して 回 った 。バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は感 心 しきって い た。

「とて も美 し く古 風 だ」 と言 い続 けて い る
。 太 い気 ど った声 だ った。

プ リシ ラは発 売 され たば か りの本 を誉 め てい た。 「よか った わ」 と楽 しそ うに言 った。

「慰 めに な った の で した ら嬉 しいの です が
」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は言 って い る。

「蓮 の 池 の ところ
、本 当 に素 晴 ら しか った わ。」

「お気 に召 す と思 って い ま した
。 イ ンス ピ レー シ ョンで感 じたん で す。」 そ う言 って空

を指 さ した。

二 人 は庭 に入 って 行 った。 バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 が 正式 に紹 介 され た。

「ス トー ン さん も作 家 なの よ」 とデ ニス を紹 介 しなが らプ リシ ラが 言
った。

「本 当で す か
」 とバ ーベ キ ュ ー ・ス ミス氏 は優 しそ うに微 笑 み堂 々 と した表 情 で デ ニ ス

を見 た。 「どん な もの をお書 きです か?」

デ ニ ス は腹 が 立 った。 そ の上 間 の悪 い事 に赤 くな るのが 分 か った。 プ リシ ラは調和 の感
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覚 が な いの だろ うか。 彼女 はバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 とデ ニ ス を同 じ範 疇 に 入れ よ うと し

て いる。 二 人 と も物 を書 く、そ してペ ン とイ ンク を使 う。 「た い した もの で はあ りませ ん」

と答 えて 顔 をそ ら した。

「ス トー ン さんは若 手 の詩 人 の一 人 な の よ」 とア ンの声 が した。彼 は ア ンを睨 ん だ。す

る と彼 女 は怒 った よ うに笑 い返 して きた。

「それ は素 晴 ら しい」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は言 い、 元気 づ け る よ うにデ ニ スの腕

をつ かん だ。 「詩人 は高 貴 な職 業 です 。」

お茶 が 済 む と、バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は夕 食 まで に ち ょっ と書 き物 を しなけ れば い け

な いの で と言 って席 を立 った。 プ リシラに は よ く分 か った。予 言 者 は 自室 に引 き上 げ た。

バ ーベ キ ュ ー ・ス ミス氏 は8時10分 に居 間 に降 りて来 た。機 嫌 が よか った。 に や にや し

なが ら階段 を降 り、 大 きな 白い手 をこす り合 わせ て いた。居 間で は誰 か が静 か に 、 と りと

め もな くピア ノ を弾 い て いた。誰 だ ろ う と思 った。恐 ら く若 い女 性 だ ろ う。 しか し違 った。

デニ ス しか い な か った。彼 はバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 が部屋 に入 って 来 た時 、 あ わてて 立

ち上 った。

「ど うぞ 続 け て下 さい」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は言 った。 「音楽 は好 きで す か ら。」

「無理 で す よ。 雑音 にな る だけ です か ら」 とデニ ス は答 え た。

沈黙 が あ った。 バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は暖炉 に背 を向 けて 立 ち、去 年 の冬 の 火 を思 い

出 して いた 。 内心 の満 足感 を押 さえ る事 が 出 来ず 、 まだに や にや して い た。 とう と うデ ニ

スの方 を振 り向 いた。

「物 を書 い て いる そ うです ね」 と尋 ね た
。

「え え少 しだ け
。」

「1時 間 に どの くらい の言 葉が 書 け ます か?」

「数 えた事 が な い ので わか りませ ん。」

「数 えて み るべ きで す よ。 大切 な事 で す よ。」

デ ニ ス は考 えて み た。 「調 子 の い い時 に は4時 間で1200語 ぐらい だ と思 い ます 。 で も、

もう少 した くさん の時 もあ るか も しれ ませ ん。」

バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は うなず い た。 「あな た に と って は1時 間 に300語 が せ いぜ いで

す ね。」部 屋 の真 中の方 に歩 いて 行 き くる りと振 り向 いて 、 デニ ス の方 を見 た。 「今 夜 、5

時 か ら7時 半 まで の 間 に、私 が どの くらい書 いた と思 い ます か?」

「わか りませ ん よ。」

「いや 、考 えて みて 下 さい。5時 か ら7時 半 の 間で す。2時 間半 です 。」

「1200語 です か」 とデ ニ スは思 い切 って 言 って み た
。

「い い え」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 の 大 きな顔 が 嬉 しそ うに輝 い た。 「も う一 度考 え

て下 さい。」
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「1500言吾
o」

「違 い ます
。」

「降参 で す」 とデ ニ ス は言 った
。バ ーベ キ ュ ー ・ス ミス氏 が何 語 書 こ うが 、彼 に は興 味

の ない事 だ った。

「教 えて あ げ ま しょ う
。3800語 です 。」

デ ニ ス は大 き く目 を見 開 い た。 「一 日で そ ん な に仕 事 を しな けれ ば い けな いん です か。」

バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は、 突然打 ち とけた様 子 にな った。 デニ スの 坐 ってい る ひ じ掛

け椅 子 の横 に椅 子 を持 って来 て坐 り、穏 やか に話 し始 め た。

「まあ お聞 きな さい」 とデ ニ スの 袖 に手 を置 いて 言
った。 「あ なた は物 を書 く事 で生 計

を立 てた い と思 ってい る。 まだ若 くて経 験 も少 ない。 ち ょっ とア ドバ イ ス させ て下 さい。」

この 人 は何 を しよ う と して い るの か 、デ ニ ス は考 えた 。ジ ョン ・オ ブ ・ロ ン ドン ・ウ ィー

ク リーの編 集 者 を紹 介 して くれ るの だ ろ うか。 そ れ と も7ギ ニ ーで随筆 の売 れ る ところ を

教 えて くれ るつ も りな の だろ うか 。バ ーベ キ ュ ー ・ス ミス氏 は彼 の腕 を何 回 か叩 いて話 し

続 けた 。

「物 を書 く秘 訣 は」 とデ ニ スの耳 元 に息 を吹 きか けな が ら言 った 「物 を書 く秘 訣 は

イ ンス ピ レー シ ョンです 。」

デ ニ ス はび っ く り して彼 を見 た。

「イ ンス ピ レー シ ョン」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は繰 り返 した
。

「自然 の
、技 巧 を凝 らさな い とい う意 味で す か?」

バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は うなず い た。

「あ あ、 そ れ な ら分 か り ます」 とデ ニ ス は言 った。 「で も、 も しイ ンス ピレー シ ョンが

湧 か な けれ ば どうす るん です か?」

「私 が待 っ てい た の はその 質 問で す」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は言 った
。 「あ なた は、

イ ンス ピレー シ ョンが 湧 か な けれ ば ど う した らいい の か と尋 ね る。 お答 え しま しょ う。 あ

な た は イ ンス ピレー シ ョンを持 って い る んで す。 誰 で も持 って い ます 。 問題 はそ れ を役 立

て る事 で す。」

時計 が8時 を打 っ た。 誰 も来 る気 配 は なか っ た。 クロ ーム屋 敷 で は皆 、夜 は遅 い。 バ ー

ベ キ ュ ー ・ス ミス氏 は続 けた 。

「これ は私 の秘 密 なん で す が」 と彼 は言
った。 「お 教 え しま し ょう。」(デ ニ スは顔 を し

か め、 ぶつ ぶつ 言 った。)「私 は あな た の よ うな素晴 ら しい真 面 目な若 者 が 、知 的労働 で精

力 と人生 の一 番 大 切 な時 間 を浪 費 す るの を見 るの が 辛 い ん で す。 そ ん な もの は イ ンス ピ

レー シ ョンさえあ れ ば不 必要 なの です か ら。 私 自身そ うだ った ん です 。 だか ら どんな もの

か分 か ります。38才 に な る まであ な たの よ うな物 書 きで した。 イ ンス ピ レー シ ョ ンの湧 か

な い物書 きです 。 身 を粉 に して一 生懸 命 書 いて い ま した。 当 時 は1時 間 に650語 以上 は書
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け ませ ん で した。 そ の上 書 いた もの もあ ま り売 れ なか ったん です 。」 彼 は溜息 をつ い た。

「我 々芸術 家 は、」 と彼 は言 った。 「我 々知性 人 は、 イギ リスで はあ ま り評価 され てい ませ

ん。」 デニ ス はバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 の 言 う 『我 々』 か ら 自分 を切 り離 す方 法 が あ るだ

ろ うか と思 った。 な か った。 そ れ に も う遅 か っ た。バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は話 を続 け て

いた 。

「38才の 時 は まだ無 名 で貧 乏 で した。 が む しゃ らに働 い て疲労 困懲 し、 そ の上働 き過 ぎ

で した。 今50才 で」 と言葉 を き って肥 った手 を左右 に開 き、誇 ら しそ うに指 を広 げ た。彼

は 自分 を誇示 して い た。 デ ニ ス はネ ッス ルの ミル クの広告 を思 い 出 して いた 月の 下 で

二 匹 の猫 が壁 の上 に い る。一 匹 は黒 で やせ て い る。 もう一 匹 は 白 くつ やつ や して肥 って い

る。 イ ンス ピ レー シ ョンの前 後 だ。

「イ ンス ピ レー シ ョンは重 要 で す」 とバ ー ベ キ ュー ・ス ミス氏 は厳 か に言 った。 「イ ン

ス ピ レー シ ョンは天 か らそ っ と降 って 来 る露 の よ うに突 然 や って来 ま した。」 手 を上 げ そ

れ を膝 に もって い って露 が 落 ちて くる仕 草 を した。 「あ る夕方 で した。 処 世術 につ い て の

初 め て の本 を書 いて い ま した。 お読 み に な った か も しれ ませ んが 、多 くの人達 に とって の

慰 め で した一 一 少 な くと もそ うあ って 欲 しい と思 い ます 。2章 の 途 中 で行 き詰 まって し

まっ たの で す。 疲 労 と過 労 で1時 間 に100語 しか書 けず 、 そ れ以 上 は無 理 で した。 鉛 筆 の

端 をか み 、 目の前 の電気 を見 つ め て い ま した 。」 そ う言 って その ラ ン プの位 置 を慎 重 に示

した。 「長 い 間、 明 る い光 を じっ と見 て い た事 が あ ります か?」 とデ ニ スの 方 を振 り向 い

て尋 ね た。なか った。「そん な風 に 自己催 眠 をか け る事 が で きるので す」 とバ ーベ キ ュー ・

ス ミス氏 は続 け た。

広 間 か ら大 きな鐘 が鳴 った。 誰 も現 われ る気配 はな か った。 デニ ス は空 腹 感 を感 じた。

「私 に もで き ま した」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は言 った。 「自己催 眠 をか けた ので す。

意識 を失 ったん です 。」指 をパ チ ンと鳴 ら した。「気 が付 い た時 は真 夜 中 を過 ぎてい ま した。

そ して4000語 を書 いて い たの です 。4000語 です よ」 と彼 は 『千 』 とい う時 口 を大 き く開 け

た6「 イ ンス ピ レー シ ョンを得 たの です 。」

「不 思議 です ね」 とデ ニ スは言 った。

「初 め は恐 ろ し く異常 だ と思 い ま した。無 意 識 の 内 に文学作 品 を書 くとい う事 は、 公平

だ とは思 え ませ んで した 。 その 上 、つ ま らない もの を書 い たの で は ないか と思 ってい ま し

た。」

「つ ま らな い もの だ っ たので す か?」 とデニ ス は尋 ね た。

「い い え」 とバ ーベ キ ュ ー ・ス ミス氏 は困 った よ うに答 えた。 「い い え、 素 晴 ら しい も

ので した。 普 通 に書 くの と同 じよ うに、 わず か の誤字 、脱字 が あ っただ けで した。文 体 と

思想 は 本 質 的 に立派 な もので した。 そ の後 、定期 的 に イ ンス ピ レー シ ョンが 湧 いて く

る よ うにな りま した。 こん な風 に して処 世術 の 本 を書 き上 げ たの です 。 大成功 で した。 そ
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して 、そ の 後 は何 もか もこ うや って書 い て き ま した 。」前 かが み に な り指 で デ ニ ス を突 っ

つ い た。 「これ が私 の秘 密 です」 と彼 は言 った。 こ うす れ ば 、 あ な たに も書 け るの で す。

努 力 しな いで 、 さ らさ ら と上手 に。」

「ど うや って?」 とデニ スは この 『上 手』 とい う言 葉 に ム ッと した事 を感 じさせ な い よ

うに言 った。

「イ ンス ピ レー シ ョンを養 い潜 在意 識 と接 触 す る ので す。 私 の 『無 限へ の 道』 とい う本

を読 まれ ま した か?」

デニ ス は、 バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 の 本 の 中で唯 一 読 んで いな い もの だ と告 白せ ざる を

得 なか った。

「構 い ませ ん、 気 に しな い で下 さ い」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は言 った。 「潜 在 意 識

と無 限 との関係 につ い ての 本 なの です 。潜 在 意識 と接 触す れ ば宇 宙 と接 触 で き ます。 実 は

イ ンス ピ レー シ ョンな ので すが 、 分 か ります か?」

「ええ
、 よ く分 か ります 。」 デ ニ ス は言 った 。 「で も宇宙 は時 に は見 当違 い の メ ッセ ー ジ

を送 る事 はな い ので す か?」

「そ ん な事 は あ りませ ん」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は答 えた。 「運 河 にす るの です。」

「ナ イ ア ガ ラの滝 の よう にで す か」 とデ ニ スは言 って み た。 バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 の

言 葉 は何 か の 引用 の よ うだ った一 一 きっ と 自分 の本 か らの引 用 に違 い な い。

「そ うです
。」 彼 は前 か が み に な って 、 まるで拍 子 を とって い る よ うに 人差 し指 を動 か

した。 「催 眠 状 態 に入 る前 に、 イ ンス ピ レー シ ョンが欲 しい問 題 に精神 を集 中 させ ます 。

例 え ば、処 世術 につ い て書 い てい る と考 え て下 さい。催 眠状 態前 の10分 間 は、幼 い弟 と妹

を養 って い る孤 児 の事 と、 そ の作 品が うま く書 け る事 だ け を考 え ます 。 そ して苦 しみ か ら

得 る精神 的 高揚 と浄化 、鉛 の悪 か ら黄 金 の善 へ の錬 金術 上 の変化 とい った崇 高 な哲学 的真

理 に精 神 を集 中 させ ます 。(ま た引 用 だ な とデ ニ ス は思 った。)「そ れ か ら眠 って しま うの

です 。2～3時 間 して 目が覚 め る と イ ンス ピ レーシ ョ ンに よ る仕 事 が終 って い ます 。数 千

とい う慰 め と精神 的 高揚 の 言葉 が 目の前 にあ るの です 。 これ を きれい に タイプ して 印刷屋

に渡 します 。」

「とて も簡単 そ うです ね」 とデ ニ ス は言 った
。

「ええ
。 人生 にお い て偉 大 で素 晴 ら し く、神 聖 な もの は全 て 非常 に簡 単 なので す 。」(ま

た引 用 だ。)「格 言 を作 る時 には」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は続 け た。 「催 眠状 態 の前 に 、

手 近 か に あ る引用 辞典 か シ ェイ ク ス ピア辞典 を見 ます 。 そ うや って ポ イ ン トを決 め るので

す 。 イ ンス ピレー シ ョンは、絶 え間 な く入 って 来 る ので は な く金言 の 雫 とな って流 れ て来

る のです 。 分 か ります か?」

デニ ス は うなず い た。 バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は ポケ ッ トに手 を入 れ ノー トを取 り出 し

た。 「今 日、 こ こ に来 る途 中の 汽車 の 中で 少 し書 い てみ た ん です が 」 とペ ー ジ を繰 りなが
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ら言 った。 「ほ ん のわ ず か で したが 、汽 車 は よい仕 事 をす る の にい い み たい です ね 。 これ

で す。」 咳払 い を して読 み上 げ た。

「山道 は険 しい か も しれ ない。 しか し頂 上 の空気 は澄 んで い る。 そ して頂 か らは景 色が

見 え る。」

「大 切 な事 は全 て心 の 中で起 こ る%」

デ ニ スは 『無 限』 が 同 じ事 を繰 り返 す は奇 妙 だ思 った。

「見 る事 は信 じる事 な り。 そ うだ 、 しか し信 じる事 は見 る事 だ。 も し神 の存在 を信 じる

な ら悪 の 中 に さえ神 の姿 が 見 え る。」

バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は、 ノー トか ら顔 を上 げた。 「この最 後 の一 行 は神 秘 的 で美 し

い とは思 い ませ んか?イ ンス ピ レー シ ョンが なけれ ば思 いつ く事 は なか った と思 い ます 。」

再 び、ゆ っ く りと厳 か な調子 で そ の格 言 を読 ん だ。「無 限か ら」と考 え深 そ うに言 い次 に移 っ

た。

「ろ うそ くの 炎 は光 を与 え て くれ る
。 しか し燃 えつ きて しまう。」

バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は困惑 した よ う に、額 に搬 を寄 せ た。 「ど うい う意 味 か 、分 か

りませ ん」 と言 っ た。 「非常 に格 言 的 です 、 大学 教 育 に当 て はめ る事 がで きます 一一 悟 り

を開 く人 もい るか も しれ ませ んが 、下層 階 級 の 人 々に は不満 と革 命 を引 き起 こ して しまい

ます 。そ うです 。格 言 的 です 。」彼 は考 え込 んで 、顎 をなで た。鐘 が 再 び やか ま し く鳴 った。

哀 願 して い る よ うだ った。 夕食 は冷 た くな って しま う。 そ の音 で 、バ ーベ キ ュー ・ス ミス

氏 はハ ッ と してデ ニ スの 方 を見 た。

「イ ンス ピ レー シ ョンを養 うよ うに と言 った事 が お分 か りで しょ う?あ なたの 潜在 意識

を 自分 の ため に働 かせ な さい。無 限の ナ イ ア ガラの 滝 を動 かす ので す。」

階段 に足音 が した。バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は立 ち上 りデニ スの 肩 に手 を置 い て言 った。

「も う時 間が あ りませ ん。 また いつ か。 期待 して い ます よ。世 の中 に は一般 に知 られ た

くない個 人 的で 神聖 な事 が あ るので す。」

「勿 論 、 よ く分 か ります」 とデ ニ スは言 った。

第7章

ク ロー ム屋 敷 の ベ ッ ドは 、全 て先 祖代 々の もので 、明 るい色 の帆 を巻 つ けた4本 マ ス ト

の船 の よ うに巨 大 だ った。彫 刻 や象 眼細 工 され た もの、絵 の描 い てあ る もの 、金 め っ き し

てあ る もの な ど色 々あ った。 クル ミ材 、 オ ー ク材 、 あ るい は珍 しい外 国産 の材 木 でで きて

い た。 この 屋敷 を建 て た フ ァーデ ィナ ン ド卿 の時 代 か ら最後 の 家系 とな った18世 紀 まで の

あ らゆ る時 代 の流 行 を取 り入 れた もの だ っ た。 いず れ も壮 大 で豪 華 だ った。

この 中で 一番 上 等 な もの を、今 、 ア ンが 使 ってい た。 フ ァーデ ィナ ン ド卿 の息 子 の ジ ュ

リア ス卿 が 、妻 の 最 初 のお 産 に備 え てベ ニ スで作 らせ た もの だ った。17世 紀 初頭 のベ ニ ス
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は、 これ を作 るの に、 そ の贅 沢 と もい うべ き技 術 を費 や した。 ベ ッ ドの本体 は大 きな四 角

い 石 棺 の よ うだ った。 鈴 な りに な っ たバ ラの 花 が 木 製 の枠 に 高 浮 彫 で 施 され 、官 能 的 な

キ ュー ピ ッ ドが バ ラの 間 で戯 れ て いた。 黒 い枠 の 土 台の レリー フに は金 め っきが して あ り、

ぴか ぴか光 って い た。4本 の柱 の よ うな脚 の 回 りには金 色 のバ ラが渦 巻 き状 に絡 みつ き、

そ の上 の キ ュー ピ ッ ドが バ ラの花 で 飾 られ た天 蓋 を支 えて い た。

ア ンは ベ ッ ドで 本 を読 んで い た。 側 の 小 さ なテ ー ブ ル の上 に2本 の ろ うそ くが立 て て

あ った。 そ の明 る い光 の 中で 、彼 女 の顔 、 む き出 しに な った腕 と肩 が 薄 い ピン ク色 を帯 び

て い た。 天蓋 の あ ち こち につ い てい る金 の花 び らが 明 る く光 り、ベ ッ ドの枠 にお ちた 柔 ら

か い光 は複 雑 なバ ラの花 び らの 問 を絶 え間 な く通 り抜 け、手 足 を開 げた キ ュー ピ ッ ドの膨

れ た頬 や 、 ひ っ こんだ お腹 そ して小 さ くひ き締 ま った可 愛 い お尻 に大 胆 に当 た って い た。

ドア を微 か に ノ ックす る音 が した。 彼女 は顔 を上 げ 、 「ど うぞ」 と言 った。 金髪 の 丸 い

子供 っぽ い顔 が 開 いた ドアか ら覗 き、一 層子 供 っぼ く見 え る藤 色 のパ ジ ャマ 姿 が入 口に現

わ れ た。

メ ア リー だ った。「お やす み な さい を言 お う と思 って」と彼 女 はベ ッ ドの端 に腰 を下 した。

ア ンは本 を閉 じた。 「そ れ は ど う も。」

「何 を読 んで い るの?」 と彼 女 は本 を見 た。 「二 流 の もの?」 『二 流』 と言 った時 の メア

リー の調子 に は、 か な りの侮 辱が 感 じ られ た。 彼女 は ロ ン ドンで一 流 の もの を好 む一 流 の

人達 だ け とつ き合 い、 世 の 中に は一流 とい わ れ る もの はほ どん どな く、 た とえあ って もそ

れ は大 抵 フ ラ ンス の もの で あ る事 を知 って い た。

「あ ら、私 は好 きだ わ」 とア ンが言 った。 これ 以上 何 も話 す事 は なか った。 メア リー は

パ ジ ャマ の一 番 下 のボ タ ンを落 ち着 か ない様 子 で い じって い た。高 い枕 に もた れ て、 ア ン

は じっ と待 って い た。

「抑 圧 が とて も怖 い の」 と メア リーは とう と う、 び っ く りす る くらい突 然 しゃべ り出 し

た 。息 をは いた 時 に話 し始 め た ので 話 し終 える まで に息 を吸 わ なけ れ ばな らない程 だ った。

「何 をそ ん なに憂 諺 に な る こ とが あ るの?」

「抑圧 と言 った の よ、抑 欝 で は ない わ。」

「ああ抑 圧 ね 」 とア ンは言 った。 「で も何 を抑圧 して い るの?」

メア リー は説 明 しな けれ ば な らなか った。 「性 的欲 望 …」 と彼 女 は教育 者 の よ うに 言 い

始 め た。 しか しア ンが 遮 った。

「え え、分 か った わ。抑 圧 ね。」

「そ う」 と メア リー は言 った
。 「私 、怖 い の。 欲 望 を抑 え る の は危 険 な事 な の よ。 本 に

書 い てあ る よ うな徴 候 が現 われ始 め た の よ。 いつ も井戸 に落 ち る夢 を見 るの。 そ れ に梯子

を登 って い く夢 も時 々見 る の よ。 とって も不安 だわ 。 間違 い な い徴 候 よ。」

「それ が徴 候 な の?」
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「注 意 してお か な い と色情 狂 に な るか も しれ ない わ。 さっ さ と解 消 しない と、 こ うい っ

た抑 圧 が どれ程 危 険 か、 あ なた に は分 か って い ない の よ。」

「怖 そ うね」と ア ンは言 った 。「で も、ど うや って あ なた を助 けた らい いか 分 か らな いわ。」

「あ なた に話 したか った だ けなの よ。」

「成 程 ね
、お 役 に立 て て よか ったわ 、 メ ア リー。」

メ ア リー は咳払 い を して 大 き く息 を吸 った。 「私 思 うん だ け ど」 と彼 女 は説 教 じみ た調

子 で話 し始 めた。 「20世紀 の文 明社 会 に住 んで い る23才 の知 的 な女 は偏 見 なん か持 って い

ない と考 え て もい い ん じゃないか しら。」

「そ うね え、告 白す るけ ど私 少 し持 って い るの。」

「で も抑 圧 につ いて で は ない んで しょう?」

「いい え抑圧 につ い て よ。 それ 程 多 く じゃない け ど、本 当 よ。」

「抑圧 の解 消 につ い て は ど うなの?」

「え え
。」

「じゃ
、基 本 的 な仮 定 の話 は こ こ まで に して お いて」 とメア リーが言 った。真 剣 な表 情

が彼 女 の丸 い若 々 しい顔 に現 われ 、 大 きな青 い 目が き らき ら輝 いて いた。 「次 に、経 験 を

持 つ 事 が どんな に望 ま しいか とい う問題 に移 るわ ね。知 識 は好 ま しい け ど無 知 は好 ま し く

な い とは思 わな い?」

ソク ラテ ス とそ の弟子 の関係 の よ うに、 ア ンは素 直 に 同意 した。

「結 婚 が抑圧 の解 消 だ と、二 人 と も納 得 で きるわね。」

「ええ
。」

「いい わ」 と メア リー は言 った。 「そ うす れ ば抑圧 は…」

「確 か に。」

「従 って た った一 つ の結 論 しか ないみ た い ね。」

「で も、私 には あ なたが 言 う前 か ら分 か ってい た け ど。」

「そ うね。 で も今 証 明 され た の よ」 と メア リーが 言 っ た。 「物 事 は論 理 的 に行 わ な けれ

ばい けな い の よ。 問題 は …」

「問 題 って ど こに あ るの?あ な た、 自分 の結 論 に到 達 したの よ 私 よ りは るか に論理

的 に ね。 残 って い るの は、そ れ をあ な たの好 きな人 に伝 え る事 だ わ 大胆 に言 え ば愛 し

てい る人 にね。」

「そ こが 問題 な の よ」 とメ ア リーが叫 んだ。 「私 に は愛 して い る人が い な いの よ。」

「私 な ら愛 す る人が で きる まで待 つ わ。」

「で も毎 晩、 毎 晩 、井戸 に落 ち る夢 な んか も う見 た くな いの よ。 危 険 だわ。」

「そ うね え、 も し本 当 に危 険 な ら何 とか しな けれ ば い けない わ ね。誰 か を見 つ け な けれ

ば い けな いわ。」
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「で も誰 を?」 とメ ア リー は考 え深 そ うに顔 を しか め た。 「知 的 な人 、知 的 興 味 の 共有

で きる人 で な けれ ばい け ない の よ。女 性 に対 して敬 意 を払 い 、お互 いの仕 事 や考 え方 につ

いて真 面 目に話 し合 え る人で な けれ ば い けな い わ。 ぴ った りの人 を見 つ け るの は簡 単 じゃ

ない わ。」

「そ うね 、今 この屋 敷 に は結婚 して い ない知 的 な男 性 は3人 い る わ。 まず 、 ス コ ー ガ ン

氏 。 で も正 真 正 銘 の骨 董 品 だわ。 それ か ら、 ゴ ンボ ー ル ドとデニ ス。 この2人 に絞 って も

いい ん じゃな いか し ら。」

メア リーは うなず いた 。「え え…」と彼 女 は言 い、そ れ か ら明 らか に 困 った よ うに 口 ご も っ

た。

「何?」

「本 当 にあ の2人 婚 約 して ない のか しら。 も しか した ら、 あ なた が… 」 とメ ア リー は苦

しそ うに言 った。

「私 の事 を考 えて い るの ね、メ ア リー」 とア ンは猫 の微 笑 を して みせ た。「私 に関 して は 、

あの 人達 とは婚 約 は してい な いわ よ。」

「よか った」 と メア リー はほ っ と した よ うに言 った 。 「2人 の 内 の ど ち らに す るか が 問

題 ね 。」

「私 ア ドバ イ ス なん かで きな いわ よ。 あ な たの好 み の 問題 だ か ら。」

「好 み の 問題 じゃ な くて」 とメ ア リー は言 った。 「価 値 の 問題 だ わ。2人 の事 を慎 重 に

冷静 に考 え な けれ ばい け ない わ。」

「自分 自身の事 を考 え るべ き よ」 とア ンが言 った。 口許 と半 ば 閉 じた 目の 回 りに は、 ま

だ微 笑 み が あ った。 「間違 った ア ドバ イ ス した くな い わ。」

「ゴ ンボ ール ドの方 が 才 能 は あ る わ」 とメ ア リー は言 い始 め た。 「で もデニ ス よ り洗 練

され て いな い わ。」 『洗練 』 とい う言 葉 に は何 か特 別 の意 味 が あ った。 彼 女 は この言 葉 を慎

重 に口先 で シュ ーシ ュ ー とい う歯 擦 音 で発 音 した。洗 練 され て い る人 はほ とん どい ない。

そ して 一 流 の芸術 作 品 同様 、 洗練 され て い る人 とい うの は大抵 フ ラ ンス 人 だ っ た。 「洗練

され て い る事 が 、 とて も大切 だ とは思 わ な い?」

ア ンは手 を上 げ 、 「ア ドバ イス した くない の」 と言 った 。 「自分 で 決 め な くて は駄 目よ。」

「ゴ ンボ ー ル ド家 は」 とメ ア リー は考 え なが ら続 け た。 「マ ル セ イユ の出 な の。 女 性 に

対 す る ラテ ン的 な考 え を考 え る と、 む しろ危 険 だ わ。 で もデニ ス は本 当 に真 面 目な のか し

ら。 素 人的 な芸 術 家 じゃ ない か しら。 むつ か しい わ。 ど う思 う?」

「聞 い てい な いの よ」 とア ンが言 っ た。 「責任 逃 れ したい の。」

メ ア リー は溜 息 をつ い た。 「そ うね」 と彼 女 は言 った。 「休 ん で考 えた方 が い いみ た い。」

「慎 重 にそ して冷静 にね」 とア ンが 言 った
。

ドアの ところ で メ ア リー は振 り向 いて 「おや す み な さい」 と言 い 、そ う言 った時 、 ア ン
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が ど う して あ ん な奇 妙 な笑 い をす るの か と思 った。何 で もない の だ ろ う。 ア ンは よ く何 の

意 味 もな く笑 う事 が あ る。多 分癖 だ ろ う。 「今 夜 は井 戸 に落 ちる夢 を見 なけ れば い いけ ど」

と付 け加 えた。

「梯 子 の方 が も っ と悪 い わ」 とア ンが 言 った。

メア リー は うなず いた。 「そ うね 、梯 子 の方 がず っ と深 刻 ね。」

第8章

日曜 日の朝 食 は普段 よ り一 時 間遅 か った。 そ して 、大抵 昼 食前 に顔 を出す こ との ない プ

リシ ラが 、 わ ざわ ざ姿 を現 わ した。 いつ もの真 珠 の ネ ック レス とル ビーの十 字 架 をつ け て

黒 の シル クの洋服 に身 を包 ん で主 人役 を務 め た。大 きな 日曜朝 刊 が 、彼女 のあ の髪 の先 以

外 の全 て を隠 してい た。

「サ リー3)が打 者4人 を残 して勝 った の よ」 と食物 を ロー杯 に入 れて言 った
。 「太 陽が 獅

子 座 に入 って い るの 。 その た めだ わ。」

「ク リケ ッ トは面 白 いゲ ー ムです ね 」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は元気 よ く誰 に とい う

で もな く言 った。 「そ う全 く、 イギ リス人 は…」

彼 の 隣 に坐 ってい た ジ ェニ ーが 、突 然驚 い て 「何?」 と言 った。 「何 で す って?」

「ええ
、 イギ リス 人 は」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は繰 り返 した。

ジ ェニ ー は、 び っ くり した よ うに彼 を見 て 「イギ リス人?え え、勿 論私 、 イギ リス人 だ

わ」 と言 った。

彼 は説 明 を始 め て いた。 その時 、 ウ ィ ンブ ッシ ュ夫 人 は朝 刊 を下 に置 き、 四角 い藤 色 の

お し ろい を塗 った 顔 を現 わ した。 「来 世 につ い て の 新 しい連 載 記 事 が 始 まって い る わ。

「『夏 の 地 とゲ ヘ ナ4)』 とい う題 だ わ。」

「夏 の 地」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は 目をつ ぶ って繰 り返 した
。「夏 の地 、美 しい名 だ。

美 しい 美 しい 。」

メア リー は デニ ス の横 に坐 って いた 。一 晩 じっ く り考 え た後 、 デニ ス に決 め たの だ った。

彼 はゴ ンボ ー ル ドよ り才能 は ないか も しれな い、真 面 目さに少 し欠 け るか も しれ な い、 し

か し彼 の 方 が安 全 だ った。

「ここで は た くさん詩 を書 い て い ら っ しゃるの?」 と明 る く真 面 目に尋 ね た。

「い い え」 とデニ スは素 っ気 な く答 えた。「タイ プ ライ ター を持 って来 てい な いんで す 。」

「タイ プ ライ ターが ない か ら、書 けな い とお っ しゃるの?」

デ ニ ス は首 を振 った。朝 食 の時 話 す の は嫌 い だ った。 そ れ にテ ーブ ル の向 こ うに い るス

コ ー ガ ン氏 の話 を聞 きた か った の だ。

「…教 会 に関す る私 の計 画 は
、 とて も簡 単 な もの です」 とス コー ガ ン氏 は話 して いた 。

現 在 、英 国 国教 会 の牧 師 は襟 を間違 って着 け て い ます 。私 は襟 だ けで な く洋服 も後 ろ前 に
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着 させ た いの です 上 着 もチ ョ ッキ もズ ボ ン も靴 も一 一 そ うす れ ば、牧 師 は皆 、 カフ ス

ボ タ ンや ボ タン、 レース な どで損 わ れ ない 上 品 な姿 を世 間 に見せ る事 がで きます。 この よ

うに洋服 を強制 す る事 は、 牧 師 にな ろ うとす る人達 に と って は障害 にな ります が、 同時 に、

ロー ド大 司教5)が 主張 す る 『神 聖 な美』 を強 調 す る事 に もな ります 。

「地獄 で は、子 供達 が 生 きた小 羊 を鞭打 って 楽 しんで い る ら しい わ」 とプ リシ ラが朝刊

を読 み なが ら言 った。

「あ あ奥 様
、 そ れ は単 な る象徴 で す よ」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 が 叫 ん だ。 「神 聖 な

真 理 の象 徴 です 。小 羊 とい うの は …」

「次 に
、軍 隊 の制 服 で す が」 とス コ ー ガ ン氏 は続 けた 。 「赤 と白 をや め て カーキ 色 にす

る と戦 争 が起 きるので はな いか と心 配 す る人 が い ます。 しか し、 そ の新 しい洋服 が とて も

上 品 で、腰 に ぴ った りと しポ ケ ッ トの横 の腰 当 てが腰 を強 調 して い る事 を知 り、 ズ ボ ン と

長靴 の持 ってい る可 能性 が 分 か れ ば安 心 します 。 軍 隊軍 の エ レガ ンス を止 めて 、麻 と レイ

ン コー トの制 服 に統 一 す る、 そ うす れ ば…」

「今 朝 、私 と一緒 に どなた か教 会 に行 き ませ んか」 とヘ ン リー ・ウ ィ ンブ ッシ ュ氏 が尋

ね た。 返事 はな か った 。

「私 が聖 書 を読 むん です
。 ボ デ ィア ム氏 もい ます。彼 の説 教 は 聞 く価 値 が あ ります。」

「ど う も、 ど う も」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 が 言 った。 「私 と して は 自然 の教 会 を崇

拝 した いで す ね。 シ ェイ クス ピア は何 と言 って い ま した か ね。 『本 の説 教 ・小 川 の石61』 彼

は窓 の方 向 に向か って腕 を振 った 。 そ して 、そ う して い る 内 に、 この引 用 は どこか 間違 っ

て い るの で はな い か と段 々不 安 に な って きた。 ど こか が 違 っ て い る一 一 何 だ ろ うか?説

教?石?本?

第9章

ボデ ィアム氏 は、牧師館 の書斎にいた。19世 紀風の狭 く先の尖 ったゴシ ック式の庭か ら

わずかばか りの光が入 っていた。明るい7月 の陽気だ というのに部屋の中 は薄暗か った。

茶色 のニス を塗 った本棚 が横一列 に並び、棚 という棚 は古本屋が通常重 さい くらで売 るよ

うな、ぶ厚い神学書であふれていた。暖炉や炉棚の上 の飾 り、細長い脚、小 さな棚 は全て

茶色 でニスが塗 ってあった。机 も椅子 も、そ して ドア も何 もか もがそ うだ った。床 には模

様入 りの濃い赤茶 のカーペ ッ トが敷いてあ った。部屋全体が茶色で奇妙な感 じだった。

この中でボデ ィアム氏 は机 の前 に腰 かけていた。鉄の仮面 をかぶ った ような男だった。

灰色の顔 と鉄の ような頬骨、狭 い額 をしていた。厳 しく不屈の嫉が頬 に向かって真直 ぐ走

り、鼻 は細 く繊細で鳥の くちば しみたいだ った。 目は茶色 でその回 りの皮膚 は焦 げたよう

に黒 っぼかった。かつては黒 かった髪 も、白髪 にな り始めていた。耳は小 さく整 っていた。

口、顎、上唇は濃い鉄色 だった。説教で調子 を上げた時の声 は、耳障 りで、あ まり使わな
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い ドア を開 け た時 の鉄 の ち ょうつ が い が、 ギ シギ シい うの に似 て いた 。

12時 半 を過 ぎて い た。説 教 の た め声 がか す れ疲 れ果 てて教 会 か ら帰 って 来 た ばか りだ っ

た。 一生 懸命 、信者 の心 に訴 えて説 教 した。 しか し、 ク ロー ム村 の信者 達 の心 は消 しゴム、

しか も堅 い 消 しゴム でで きてい た。そ の ため跳 ね返 って しま う。クロ ーム村 の 人 々 はボデ ィ

ア ム氏 に は慣 れて い た。 い くら説 教 して も大抵 、居 眠 りを して しま うの だ った。

そ の 日の朝 も、 いつ もの よう に神 につ いて説 教 した。神 の御 手 に入 る事 は何 と畏 れお お

い事 か 、 わか らせ よ う と した。彼 らは神 は穏 や かで慈 悲 深 い もの と考 え てい る。彼 らは事

実 に、更 に は聖 書 に 目をつぶ って い るの だ った。 タイ タニ ック号 の乗 客達 は、船 が沈 む時

「神 の元 に近づ く」 と唱 えた のだ。 そ の意 味 を理 解 してい た だ ろ うか 。正 義 の 白い 炎 、怒

りの 炎が … 。

サ ボ ナ ロ ー ラηが説 教 す る と、人 々 は大声 で すす り泣 いた り陣 い た り した と言 う。クロ ー

ム 村 で は ボ デ ィア ム 氏 の 説 教 中 は、 時 々咳 払 いや深 い息使 いが あ るだ けで 、 その静 け さ

が破 られ る事 は なか った。一 番前 の席 にはヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシ ュ氏が 静 か に上 品 な身

な りを して坐 ってい た。 ボ デ ィアム氏 は説 教 檀 か ら飛 び降 りて彼 を揺 り動 か した い と思 っ

た事 もあ った一一 信者 全 員 を叩 き殺 した い と思 った事 も何度 か あ った。

彼 はが っ く りして机 の前 に坐 って いた。ゴ シ ック式 の窓 の外 は暖 か く、とて も穏 やか だ っ

た。 何 もか もいつ もと同 じだ っ た。 しか し、 しか し… マ タイ伝24章 の7節 の 説教 を始 めて

4年 に な る。 「民 は 民 に、 国 は 国 に敵対 して立 ち上 が るで あ ろ う。 また、 あ ち こ ちに飢 饒

が起 り地震 が あ るで あ ろ う8)。」 もう4年 だ。 この説 教 は 印刷 してあ った。全 世 界 の人 々 に、

彼 が 言 お う と して い る事 を知 らせ な け れ ば な らなか った 。 そ の小 さなパ ン フ レ ッ トの コ

ピーが机 の上 にあ った一一 何度 も何度 も使 われ た ため に犬 の歯 の よ うに先が す っか り丸 く

な った フ ォ ン ト9)でタイプ され た8ペ ー ジ ばか りの小 冊子 だ った 。広 げて もう一 度 読 み始

め た。

「『民 は 民 に、 国 は国 に敵 対 し立 ち上 が るで あ ろ う。 また、 あ ち こ ち に飢 饒 が 起 り地震

が あ るで あ ろ う。』」

「主が これ らの言 葉 を述 べ られ て1900年 にな ります 。そ して 、戦争 、飢 饒 、地 震 の なか っ

た時 は あ りませ んで した。強 大 な帝 国 が滅 亡 し、疫病 が 地球 上 の半 分 の 人 々の命 を奪 い 、

大 規 摸 な 地殻 変 動 で は 数千 とい う人 々が 、洪 水 、火 事 、 竜 巻 で苦 しめ られ ま した。 この

1900年 の 間 に こ うい った事 が 何 度 も何 度 も起 き ま した。 しか しキ リス トは、 二度 と地 上 に

現 われ ませ んで した。 こ うい った 災 い は、 人類 の長期 に渡 る邪 悪 に対 す る神 の怒 りの しる

しで す 。 しか しキ リス ト再 臨 に関 しての 『時 の しる し1°)』で はあ りませ ん。

「熱 心 なキ リス ト教 信 者 が 、先 の 戦争mを 主 の再 臨 の しる しと見 るの は、 数百 万 人 とい

う人 々の命 を巻 き込 む大戦 争 が起 きたか ら とか 、大 飢謹 が ヨ ーロ ッパ全 土 に広 が って い る

か ら とか 、 あ らゆ る種類 の病気 梅 毒 か ら発 疹 チ フス に至 る まで が 、敵対 す る国の
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間 に蔓延 して い るか ら とい った理 由 はで な く、 そ の発 生 と経 過 が 、 キ リス ト再 臨 に関す る

キ リス ト教 の預 言 と関係 あ る か らです 。

「先 の戦争 が
、 キ リス ト再 臨 を予 言 して い る と思 わ れ る点 をい くつ か挙 げ てみ ま し ょう。

主 は、 『この御 国 の福 音 は、全 ての 民 に対 してあ か しをす るた め に 、全 世 界 に述 べ 伝 え ら

れ るで あ ろ う。 そ して 、 それ か ら最 後 が 来 るで あ ろ う'2}』と述 べ られ ま した。 どの程 度 の

キ リス ト教 伝 道 が行 わ れ る か 申 し上 げ るの は少 々僖 越 か も しれ ませ ん が 、少 な くと も100

年 に渡 る布教 活動 で ともか く も成 就 す る と思 い ます。 確 か に世 界 中 の大勢 の 人 々 は、真 の

宗教 を分 か って い ませ ん。 しか し、 だか らと言 って福 音書 が ロ ーマ ・カ トリ ック教 徒 か ら

ズ ー ル族13)まで の全 て の 不信 心 者 に対 して、 『あか し』 をす る ため に説 か れ て い る事 実 を

消 す 事 は で きませ ん。不 信心 者 が広 が って い る事 に対 す る責任 は 、説教 す る側 で はな く説

教 され る側 にあ ります 。

「ヨハ ネ黙 示 録16章 に は
、 『ユ ー フ ラテ ス川 が 干 れ る』 と述 べ られ て い ます が 、 こ れ は

トル コ帝 国の衰 退 と滅 亡 の事 を言 って い る のです 。 そ して この世 の 終 りが 近づ いて い る し

る しで す 。 ガ リポ リ'4}の逸話 で は、 トル コ は まだ 力 の 『角'5}』 を持 って い る事 にな って い

ます が 、 エ ルサ レム の 占領'6〕とメ ソポ タ ミアの成 功 は、 オス マ ン ・ トル コ'7)の滅 亡 へ の 第

一 歩 です 。歴 史 的 に見 る と、 オス マ ン ・トル コの衰退 は、 一世 紀 間 に渡 って い ます 。 そ し

て 最後 の2年 間 は加 速 度が 加 わ り、滅亡 は火 を見 る よ り明 らか で した。

「ユ ー フラテ ス川 が干 れ る とい う言葉 を丹 念 に調 べ て み る と
、 キ リス ト再 臨 と密 接 な関

係 にあ るハ ル マ ゲ ドン18)の預 言 に到 達 します 。 も う一 度 申 し上 げ ます。 大 戦争 は キ リス ト

の再 来 で のみ 終結 す るので す。 そ して その再 来 は、夜 中 に や って来 る盗 賊 の よ うに、 こっ

そ り突然 予 期せ ぬ時 に訪 れ ます 。

「事実 を検討 して み ま し ょう
。歴 史的 に見 る と、 ヨハ ネ の福 音 書 にあ る よ うに、先 の 戦

争 はユ ー フ ラテ ス川 が干 れ た時 、 あ るい は トル コ帝 国 が衰 退 した後 に起 こ りま した 。 この

事 実 は、先 の戦 争 と黙 示 録 に あ るハ ルマ ゲ ドンとが 関係 あ る事 を、 更 に は、 キ リス トの再

臨の 日の近 い事 を示 して い ます 。 しか し、 もっ とは っ き りした証拠 が あ ります 。

「ハ ルマ ゲ ドンは
、龍 、獣 、 にせ 預 言者 の 国 か ら出 て来 る、か え るの よ うな3つ の汚 れ

た霊19}に よって 引 き起 こ され ます 。 この3つ の悪 が 、 そ れぞ れ何 で あ る か わか れ ば 、全 て

の疑 問 に光 明が射 します。

「龍
、獣 、 にせ 預 言 者 は、 歴 史 にお いて は何 で あ るか わか って い ます 。人 間 の力 を借 り

て働 く悪魔 が この1900年 間 に起 きた様 々 な宗教 戦争 の 中で 、 この3つ の 力 を利用 したので

す。 龍 は、異教 の ロ ーマ ・カ トリ ック教 会 です 。 そ して 、 この 口か ら出 て来 るの は不信 心

の霊 なの です 。女性 に象 徴 され る獣 は、 ローマ ・カ トリ ック教 会 の権 力 であ り、 それが 吐

き出す ものが ローマ ・カ トリ ック教 です 。羊 の 皮 を着 た狼 、あ る い はキ リス トの姿 を して

悪 魔 の手 先 と して働 く、 にせ 預 言者 は イエ ズ ス会で す 。 この にせ 預 言者 の 口か ら出 る霊 は、
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にせ の道 徳 です 。

「そ こで我 々 は、 この3つ の 邪悪 な霊 は、 そ れぞ れ、 不信 心 、 ロ ーマ ・カ トリ ック教 、

そ して にせ の道 徳 で あ る と考 え ます 。 これ らの3つ が先 の戦 争 の 原 因で は ないで し ょうか 。

答 え は明 白で す。

「不 信心 の 霊 は、 ドイ ツ批 評 の 霊 です 。 高等 批 評2°)は、奇 蹟 、予 言 、霊 感 、そ して事 実

と して 聖書 を解 釈 す る事 を否 定 して い ます。 ゆ っ く りと、 しか し確 実 に、 この80年 の 間 に

不 信 心 の霊 が ドイ ツ人 か ら聖 書 と信 仰 を奪 って い きま した。 その た め、現 在 の ドイ ッは不

信 心 者 の 国 とな って い ます 。高 等批 評 は、 この よ うに して戦争 を可 能 に しま した。 キ リス

ト教 国 の 人 間に とって 、 ドイ ッの よ うに戦争 をす る事 は絶 対 に不 可 能 なの です 。

「次 に 、 ロー マ ・カ トリ ックの 霊 に移 りま し ょう。戦 争 を引 き起 した影響 力 は、そ れ程

明 白で はあ りませ んが 、不信 心 同様 大 きな もの で す。普 仏 戦争 以 来 、 ロ ーマ ・カ トリ ック

の権 力 は フラ ンスで は衰 え、一 方 ドイ ッで は大 き くな って きま した。現 在 フ ラ ンスは反 ロー

マ ・カ トリ ック教 国で あ り、ドイ ツは強 力 な ロ ーマ ・カ トリ ック教 の小 数派 で す。共 に ロー

マ ・カ トリ ックで あ る ドイ ツ とオ ース トリアは、 イ ギ リス 、 フ ラ ンス、 ロ シア、 セ ル ビア 、

ポル トガル の6つ の反 ローマ ・カ トリ ック教 国 と戦争 を してい ます 。ベ ルギ ー は勿論 ロー

マ ・カ トリ ック教 国で す 。そ して連 合 国2Dの 存在 が 正 しい 目的 を妨 げ、不 成 功 の原 因 に な っ

た事 は ほ とん ど疑 い の余 地が あ りませ ん。 ローマ ・カ トリ ック教 の霊 が戦 争 の背 景 に あ る

事 は、敵 対 す る国 々 の団結 に見 うけ られ ます。 そ して 、 ア イル ラ ン ドの ロ ーマ ・カ トリ ッ

ク側 の反 乱 は公 平 な 人の 目に は終結 した もの と写 って い ます。

「にせ の道徳 の 霊 も、 先 の戦争 に おい て は以上2つ の悪 の霊 同様 大 きな役 割 を果 た しま

した。 『紙 切 れ事 件22)』 は、 ドイ ツが 非 キ リス ト教 、 あ るい はイエ ズ ス会 の 道徳 を支 持 し

て い る よい例 です 。結 局 は ドイ ツが世 界 を支 配 します 。そ して その ため には どん な手段 も

認 め られ る のです 。 国際 政 治 に適 用 され るの は権 謀 術 数 の原 理で す 。

「それ ぞ れの正 体 は今 や 明 白で す 。黙 示録 に予 言 され てい る ように 、 オスマ ン ・トル コ

の権 力 の 終 わ りが近 づ くにつ れて 、 この3つ の悪 の霊 が 出て 来 て大 戦争 を引 き起 します。

『見 よ、私 は盗 人の よ うに来 る23)』とい う警 告 の言 葉 は、現 在 に対 す る もの なので す

あ なた方 全 世界 の 人 々 に対 して の もの です 。 この戦 争 はハ ルマ ゲ ドンの戦 い につ なが って

い ます。 そ して キ リス トの再 臨 で のみ 終結 します 。

「で は 、主 が戻 られ る と ど うな るの で し ょうか。 ヨハ ネの黙 示録 にあ る よ うに、 キ リス

トの元 にい る もの は小 羊 の宴24}に招 か れ、神 と戦 う もの は大宴 会 御 馳 走 に な るの で は

な く反 対 に食べ られて しま う恐 ろ しい宴 に招 か れ るの で す。 『とい うの は、 また見 て

い る と、 ひ と りの天 使 が太 陽 の 中 に立 ち空 を飛 ん で い る鳥 に向 か って大声 で叫 ん だ。神 の

宴 に集 ま って来 い。 そ して王 達 の肉 、将 軍 の 肉、勇 者 の 肉、 馬 の肉 、馬 に乗 って い る者 の

肉、 また全 て の 自由 人 と奴 隷 の 肉、 小 さ き者 と大 い な る者 の 肉 を食べ ろ25)』と ヨハ ネの黙
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示録 にあ ります 。 キ リス トに敵対 す る もの は全 て 、そ の剣 で殺 され 『全 て の鳥 が飽 きる ま

で 、 その 肉 を食べ るの です261。』 これが神 の 大宴 会 です 。

「遅 か れ早 か れ
、主 が や って来 られ現 在 の苦 しみ か ら全 世界 を救 って 下 さい ます 。小 羊

の宴 で は な く神 の大 宴 会 に招 か れた者 に災 いが 起 こ ります。 そ の時 にな って彼 らは、神 が

許 しの神 で あ る と同 時 に怒 りの神 で あ る事 に気 が付 きますが 、も う遅 い ので す。エ リシ ャ271

を侮 辱 した者 を熊 に殺 させ 、強 情 で邪 悪 なエ ジ プ ト人 を罰 した神 は、彼 らが急 いで悔 い改

め なけ れ ば殺 して しまうで しょう。しか し恐 ら くは も う遅 い ので す。明 日、キ リス トが そ っ

と知 らない 内 に我 々の 所 に や って来 ない と も限 りませ ん。 もうす ぐ、太 陽 の 中 に立 って い

る天使 が 、神 の 怒 りにふ れ た数 百万 人 とい う罪 深 い堕 落 した 人 々の 肉 を食べ させ よ うと、

ワ タ リガ ラスや ハ ゲ タカ を岩 陰 か ら呼 び寄 せ るか も しれ ませ ん。覚 悟 して お きな さい 。主

の再 臨 は間近 で す。 皆 さんが 、恐怖 に打 ち震 え るの で はな く、 希望 を抱 か れ ます よ うに。

ボデ ィア ム氏 は、小 冊 子 を閉 じ椅 子 に もたれ た。この議 論 は論 理 的で注 目すべ き もの だ っ

た。 しか し この説 教 を始 めて4年 経 ってい る。4年 だ。 イギ リスは平 和 で太 陽 は輝 き、

クロ ーム村 の 人 々が あ い変 わ らず無 関 心 で厄 介 だ一 一略 しこれ が起 きた ら。 自分 だ け に分

か って いて 天 が しる しを出 して い る と した ら!分 か らな か っ た。 窓 の下 の 茶 色 の ニ ス を

塗 った椅子 に体 を うず め大 声 で 叫 びた か った。椅 子 の ひ じ掛 け を ぎ ゅっ と握 りしめ 、何 と

か押 さえ よ う と した。 拳が 白 っぼ くな って きた。 唇 をか んだ。 数 分 す る と緊張 感 が とれ て

きた。 自分 の辛抱 の な さ を戒 め た。

「4年 間」 と彼 は考 え た
。 この4年 間 は一体 何 だ ったの だ ろ うか?ハ ル マゲ ドンの機 が

熟 し、発 酵 す るに は長 い時 間 が かか る に違 い な い。1914年 の事 件 は前 哨戦 だ った のだ 。戦

争 が終 わ っ た とい う事 に関 して も幻 覚 だ った の だ。 シ レジ ア28〕、 ア イル ラ ン ド、 アナ トリ

ア29)では今 な お戦 争 の 火が くす ぶ り続 け て い る。 エ ジ プ トや イ ン ドの異教 徒 達 は、 大量 虐

殺 へ の道 を歩 も うと して い る。 日本 の 中国 人排斥 、太平 洋 にお け る 日米 の抗 争 は、東 欧 諸

国 に新 たな戦 争 を引 き起 こす か も しれ ない。 前途 は明 るい とボ デ ィアム氏 は考 え よ う と し

た 。本 当 のハ ルマ ゲ ドンは も うま もな く始 ま るか も しれ ない 。 そ して夜 の盗 人の よ うに…

しか し、 こ う考 え て もや は り惨 めで 不満 だ った。4年 前 は 自信 を持 ってい た。 あ の時 は神

の意 図 は明 白だ った。 で は今 は?今 は怒 るの が当 然 だ。 そ して苦 しんで もい た。

突 然 、 そ っ と幽霊 の よ うにボ デ ィ アム夫 人が 足音 もたてず に現 わ れた。 黒 い 洋服 の 上 の

顔 は青 白 く、目はガ ラ スに写 った水 の よ うに青 く、髪 は真 白 だ った。手 に大 きな封 筒 を持 っ

て いた。

「これが届 いて い ま した」 と静 か に言
った。

封筒 は開 い てい な か った。 ボデ ィア ム氏 は手 で破 った。 一冊 の小 冊子 が 入 って いた。彼

の よ り大 き く見 た め も奇 麗 だ っ た。 「シ ーニ ー 商 会、 牧 師 用 装 身 具 店 、 バ ー ミンガ ム3°)」

とあ った。 ひ っ く り返 してみ た。 カ タログ は奇麗 にア ンテ ィ ック体31)で印刷 され て い た。
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回 りは赤 い線 で 囲 まれ 、角 はオ ック ス フ ォー ド ・コー ナ ー32)を真 似 て十 字 にな って い て、

小 さな赤 い十 字架 が ピ リオ ド代 りに使 って あ った。 ボ デ ィアム氏 はペ ー ジ をめ くった。

『最高 級 の黒 の メ リ ノ33)のス ー タ ン341。全 サ イズあ り。司祭 用 フ ロ ックコー ト。9ギ ニ ー

よ り。牧 師用 の洋 服 を専 門 に して い るベ テ ラ ンに よ る仕 立 て。』

小柄 な者 、が っ し りした者 、い か に も聖 職者 ら しい風 貌 の若 い牧 師 が 、そ れぞ れ 、上 着 、

フ ロ ックコ ー ト、 サ ー プ リス35)、夜 会服 を着 た挿絵 が あ った 。

『上祭 服36}各種 。

ガー ドル3η。

シー ニ ー社特 別仕 立 て の ス ター ト ・カ ソ ック38)。ひ もで腰 の と ころ に着 け る と…サ ープ

リスの下 に着 け る と普 通 カ ソ ック と少 し も見分 けがつ きませ ん…夏 、暑 い季節 にお薦 め 。』

うん ざ りした様 に、 ボ デ ィアム氏 はカ タログ を ゴ ミ箱 に捨 て た。夫 人 は黙 って 見て い た。

「村 は」 と夫 人 は静 か に言 った
。 「日に 日に悪 くな ってい るわ。」

「今 度 は何 が起 きたの かね」 とボ デ ィアム氏 は不 安 そ うに尋 ねた 。

「お話 します わ」 と椅 子 を引 き寄せ て坐 った。 クロー ムの村 は、 キ リス トの再 臨 が あ れ

ば ソ ドム とゴモ ラ39)の町 の よ うに な るか も しれ ない。

この章のボデ ィアム氏の説教は1916年 にホーン牧師が行った演説が骨組になっている。

第10章

デ ニ ス は踊 らな か った 。 しか し、糖 蜜 と香 水 とベ ンガル花 火4°)の中 で 、 ラ グ タイ ム 齢1)

が ピア ノ ラ42)か ら流 れ て くる と、何 かが彼 の内部 で 動 き始 め た。小 さな黒 人 の血 が彼 の 中

で大 騒 ぎ してい た。 歩 くダンス ホー ル にな っ た よ うだっ た。病 気 の徴 候 み たい で不快 だ っ

た。 窓 の側 の椅子 に腰 を下 ろ して不機 嫌 そ うに本 を読 むふ りを した。

ピア ノラの所 で は、ヘ ン リー ・ウ ィ ンブ ッシ ュ氏 が號 珀 色 の煙 を出 して煙 草 を喫 い なが

ら辛 抱 強 く激 しい ダ ンス 曲 を聞い て い た。 しっか りと抱 き合 って 踊 って い る ゴ ンボ ール ド

とア ンは 、 まる で2つ の顔 と4本 の足 を した一 つ の生 き物 の よ うだ った 。真面 目で道 化 師

の ような ス コー ガ ン氏 は、 メア リー と一緒 にす り足 で ス テ ップ を踏 んで い た。 ジ ェニ ー は

ピア ノの蔭 に坐 って 大 きな赤 い ノー トに走 り書 きを して いた。 暖炉 の 側 の ひ じ掛 け椅 子 で

は 、 プ リシ ラ とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 が、低 次 元 の雑 音 に邪 魔 されず 高 尚な事 につ いて

議 論 して い た。

「楽 天主 義 とい うの は」 とバ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 は、 は っ き りした 口調 で言 った。一

一 「楽 天主 義 とい うの は、 光 に向 か う霊 の 出 口、つ ま り神 の方 に行 く発展 なので す 。無 限

との 自己結 合 で す。」

「本 当 に!」 とプ リシ ラ は髪 を振 りなが ら溜息 をつ い た。
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「一 方 、悲 観 主義 は暗 闇へ の魂 の縮小 です 。低 次 元 の あ る一点 に 自己 を固定 して しまい

ます。 事実 や下 品 な肉体 的現 象へ の隷属 にす ぎ ませ ん。」

『私 を狂 った男 にす る』とい う歌 の歌 詞 が
、デ ニ スの頭 の中 で こだ ま した。そ うだ 、ち え、

野蛮 だ、しか しそ れ程 野 蛮で もな い。そ れが 問 題 だ った 。内面 は野 蛮で 、暴 れの た うち回 っ

て い る そ うだ、 欲望 で の た うち回 って い るん だ。 しか し表面 的 に は僕 は、本 当 に お と

な しい 、表 面 的 に は メ ーメ ー羊 の よ うに。

ア ン とゴ ンボ ール ドは、一 匹 の柔 軟 な生 き物 の よ うに一 緒 に踊 って い た。2つ の背 中 を

持 った獣 だ 。 デニ ス は本 を手 に して隅 の方 に坐 って 、 ダ ンスな ど した くない 、 ダ ンス なん

か嫌 いだ とい うふ りを した。 また メ ーメ ー羊 の仕 事 だ。

ど う して僕 は別 の顔 に生 まれ なか ったの だ ろ うか?ど う して?ゴ ンボ ー ル ドは真 鍮 の顔

を して い る 壁 が倒 れ る まで どん どんそ の壁 を叩 く厚 か ま しい雄 羊 だ。 デニ ス は別 の顔

羊 の よ うな顔 だ った。

音 楽が 止 ん だ。 一 匹の 生 き物 が2つ にな った 。 ア ンは顔 を赤 らめ 、少 し息使 い を荒 く し

て ピア ノ ラの方 へ や って 来 て、 ウ ィ ンブ ッシ ュ氏 の 肩 に手 を置 いた 。

「今 度 は ワル ッ をお 願 い ね
、 ヘ ン リー叔 父様 」 と彼 女 は言 った。

「ワ ル ツ」 と彼 は繰 り返 し
、 テ ー プの入 れ て あ るキ ャビ ネ ッ トの方 に行 った。古 いテ ー

プ を新 しいの と取 り換 え た。 一言 の文 句 も言 わ ない育 ちの よい製粉 機 の所 に い る奴 隷 の よ

うだ った。 「ラ ン ・タ ン ・ラ ン ・タ ン。」 滑 らか で油 っぽ い波 の 中 を進 ん で行 く船 の よ うに、

メ ロデ ィーが 流 れて きた。 今 まで よ りも、 もっ と優 雅 で調 和 の とれ た4本 足 の生 き物が フ

ロ ア ーに滑 り出 た。 あ あ何 故 、デ ニ ス は別 の顔 に生 まれつ か なか った の だ ろ うか。

「何 を読 ん で い るの?
」

彼 は び っ くり して顔 を上 げ た。 メ ア リー だ った。彼 女 は ス コー ガ ン氏 の腕 か ら逃 げて 来

た の だ。 ス コー ガ ンは今 度 は ジ ェニ ー をその犠 牲 者 に して い た。

「何 を読 んで い るの?」

「さあ ね」 とデニ スは正 直 に言 った
。 表紙 を見 る と 『牧畜 業 者 の ため の案 内書 』 だ った。

「静 か に本 を読 ん で い ら
っ しゃ る とは偉 い わね」とメ ア リー は陶器 の よ うな 目で彼 を じっ

と見 つ めて 言 った。 「皆 ど う して 、 ダ ンス を踊 るのか しら、 退屈 なの に。」

デ ニ ス は返 事 を しなか った。 い らい ら して いた。 暖炉 の側 の ひ じ掛 け椅 子 か ら、 プ リシ

ラの低 い声 が聞 こえ て きた。

「バ ーベ キ ュー ・ス ミス さん
、お 話 して 下 さい一 一一科 学 につ い て何 で も御 存 知 な ん で

しょ」一 一 バ ーベ キ ュー ・ス ミス氏 の とがめ る よ う な声 が した。 「ア イ ンシ ュ タイ ンの相

対 性 理 論 は… 星 の世 界 をひ っ く り返 しそ うな の よ。星 占い が心 配 で …」

メ ア リーは攻 撃 を再 開 した。 「現 代 の 詩 人 で は誰 が 一 番 お好 き?」 と聞 い た。 デ ニ ス は

猛 烈 に腹 が た った。 ど う して この 厄介 な女 は 、僕 を一 人 に して お い て くれ ない の だろ うか。
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あのぞ っとするような音楽 を聞 き、二人が ダンスを してい るの を眺めて ああ何 て、二

人は優雅 に踊 っているのだろ う 静かに惨 めな状態 を楽 しみたいのに。 メア リーはデニ

スを質問攻めに した。「3つ ある小麦の病気 は何 か とい う 『サ ウ トダイコ ン』 に関す る質

問みたいだ った 「現代の詩人で は誰が好 き?」

「ブライ ト、 ミルデュー、 ス ミッ ト」 と彼 は簡単 に答 えた。

その夜デニスはなかなか寝つ かれなかった。漠然 とした何 とも言えない惨 めな気持 ちで

一ぱいだ った
。 こんな気持 ちになったのは、アンのせいだけではなかった。 自分 自身の事

について、将来、人生、宇宙 について情 けない気持 ちになっていたのだった。「青年期 は、

おそろ しく退屈だ」 と時々眩いてみた。 しか しこの病気 を治す方法のない事 は分 かってい

た。

洋服 を全部ベ ッドか ら払いのけ、起 き上が り詩作で気 を紛 らわそ うと思 った。この言 い

ようのない惨 めな気持 ちを言葉の中に閉 じ込め ようとした。消 した り書いた りして、一時

間後、9行 ばか りの詩が出来上が った。

「何 を望んでい るのか わか らない

夏 の夜 が暗 く静かな時

風 のそ よぎが

枝 の中で眠 りにつ く時。

何 を したいのか わか らない

人生 も笑 いも止め る事 はで きない

時の黒 い沈黙 の流れを

何 を望 んでいるか わか らない

わか らない。」

大声で読んでみた。そ してゴ ミ箱 にほお り投 げ、ベ ッ ドに入 った。数分 して眠 りについ

た。

〔注 〕

テ キ ス トは 、AldousHuxley,C70〃zθy2〃o卿(Harmondsworth,PenguineBooks,1974)を 使 用 。

1)argal:ア ル ガ リ 羊 。 中 央 ア ジ ア に 生 息 す る 角 の 曲 が っ た 大 き な 野 生 の 羊 。

2)TheThingsthatReallymatterhappenintheHeart:第2章(大 手 前 女 子 大 学 論 集 第23号 、 オ

ル ダ ス ・ハ ッ ク ス レ ー 「ク ロ ー ム ・イ エ ロ ー 」(翻 訳 ① 〉 参 照 。)

3)Surry:ク リ ケ ッ トの チ ー ム 名 。

4)Gehennaゲ ヘ ナ 。 エ ル サ レ ム の 近 く に あ る ヒ ン ノ ム の 谷 。 苦 行 、 苦 難 の 地 。

5)Laud:WlhamLaud(1573～1645)。 英 国Canterburyの 大 主 教 。

6)Sermonsnbooks,stonesintherunningbrooks:ShakespeareのAsy伽 娩01'か ら の 引 用 で あ

る が 、 正 し く は"Sermonsinstone'}(石 の 説 教)で あ る 。

7)Savonarola:サ ボ ナ ロ ー ナ(1452～98)。 イ タ リ ア の ド ミ ニ コ 会 の 修 道 士 。 宗 教 改 革 を 企 て た
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大手前女子学園(大 手前女短大研集)「 研究集録」第9号(1989年 〉

が 異 端 者 と し て 火 刑 に 処 せ ら れ た 。

8)マ タ イ 伝 第7章24節:"Fornationshallriseupagainstnation,andkingdomagainstkingdom;

andthereshallbefamines,andpestilences,andearthquakes,indlversplace."

9)fount:フ ォ ン ト。 同 一 サ イ ズ 同 一 書 体 の 欧 文 活 字 一 揃 い 。

10)signsofthetimes:時 の し る し(マ タ イ 伝 第16章3節)。

11)第 一 次 世 界 大 戦 を 指 す 。

12)マ タ イ 伝 第24章14節:"thisGospelofthekingdomshallbepreachedinalltheworldforawit・

nessuntoallnations:andthenshalltheendcome."

13)Zulu:ズ ー ル 族 。 南 ア フ リ カ 共 和 国 に 住 む 種 族 。

14)Gallipoli:ガ リ ポ リ 。 ダ ー ダ ネ ル ス 海 峡 と エ ー ゲ 海 に は さ ま れ た ヨ ー ロ ッ パ ト ル コ の 半 島 。

15)horn:力 、 神 、 キ リ ス ト の 象 徴 。

16)Jerusalem:エ ル サ レ ム 。 パ レ ス チ ナ の 中 心 都 市 。1949年 東 エ ル サ レ ム は ヨ ル ダ ン 領 に 、 西 エ

ル サ レ ム は イ ス ラ エ ル 領 と な っ た 。

17)OttomanEmpire:オ ス マ ン 帝 国 、 トル コ 帝 国 。 第 一 次 世 界 大 戦 に 崩 壊 。

18)Armageddon:ハ ル マ ゲ ド ン 。 世 界 の 終 末 に お け る 善 と 悪 の 大 決 戦 、 あ る い は そ の 場 所 。(ヨ

ハ ネ 黙 示 録 第16章16節)。

19>ヨ ハ ネ 黙 示 録 第16章13節 中 の"...thereuncleanspiritslikefrogscomeoutofthemouthofthe

dragon,andcomeoutofthemouthofthebeast,andoutofthemouthofthefalseprophet"

参 照 。

20>highercriticism:高 等 批 評 。 聖 書 解 釈 の 根 拠 や 著 書 、 著 作 年 代 な ど の 事 の 確 定 を 目 的 と す る

聖 書 の 学 問 的 研 究 。

21)Allies:連 合 国 。 第 一 次 世 界 大 戦 で ド イ ツ な ど の 中 欧 諸 国 に 対 抗 し た 連 合 諸 国(英 国 、 フ ラ

ン ス 、 ロ シ ア 他)。

22)TheScrapofPaperIncident:紙 切 れ 事 件 。1914年8月 、 ド イ ッ が ベ ル ギ ー の 中 立 を 犯 し た 事

件 で"ascrapofpaper"と は 、 そ の 時 の ド イ ッ 外 相 の 言 葉 で 紙 くず 同 様 の 条 約 と い う 意 味 で あ

る 。

23)ヨ ハ ネ 黙 示 録 第16章15節:"Behold,Icomeasathief."

24)supperoftheLamb:小 羊 の 宴(ヨ ハ ネ 黙 示 録 第19章9節)。

25)ヨ ハ ネ 黙 示 録 第16章17～18節:"Isawanangelstandinginthesun;andbecriedinaloud

voice,sayingtoallthefowlsthatflyinthemidstofheaven,Comeandgatheryourselves

togetheruntothesupperoftheGreatGod;thatyemayeatthefleshofkings,andthefleshof

captains,andthefleshofmightymen,andthefleshofhorses,andofthemthatsitonthem,

andthefleshofallmen,bothfreeandbond,bothsmallandgreat."

26)ヨ ハ ネ 黙 示 録 第19章21節:"andallthefowlswillbefilledwiththeirflesh."

27)Elisha:エ リ シ ャ 。 紀 元 前9世 紀 頃 の ヘ ブ ラ イ の 預 言 者 。

28)Silesia:シ レ ジ ア 。 ヨ ー ロ ッ パ 中 部 の オ ー デ ル 川 上 流 の 地 方 。

29)Anatolia:ア ナ ト リ ア 。 黒 海 と 地 中 海 と の 間 の 広 大 な 高 原 。

30)Birmingham:イ ン ク ラ ン ド中 部WestMidlands州 の 都 市 。

31)antiquecharacters:ア ン テ ィ ッ ク 体 。 筆 線 に コ ン ト ラ ス トの 少 な い や や 肉 太 の 見 出 し 用 活 字

書 体 。

32)Oxfordcorners:隅 で 交 叉 し た 輪 郭 罫 が 十 字 に な っ て い る も の 。

33)merino:ス ペ イ ン 原 産 の 羊 メ リ ノ か ら と れ る 絹 の よ う な 細 い 毛 の 羊 毛 。

34)soutane:ス ー タ ン 。 聖 職 者 の 平 常 服 。

35)surphce:サ ー プ リ ス 。 聖 職 者 が 、 カ ソ ッ ク の 上 に 着 る ゆ っ た り と し た 袖 の 広 い リ ン ネ ル 製

の 白 い 法 衣 。
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36)chasuble:上 祭 服 。 ミサ の 時 に 司 祭 が ア ル バ(ミ サ の 時 の 祭 服)の 上 に 着 る 袖 の な い 長 円 形

の 衣 服 。

37)girdle:ガ ー ドル 。 祭 服 を腰 の と こ ろ で 締 め る 帯 。

38)cassoch:カ ソ ッ ク 。 牧 師 が 通 常 着 る 足 まで の 長 い 法 衣 。

39)SodomandGomorah:ソ ドム と ゴ モ ラ 。 住 民 の 邪 悪 の た め 天 上 か ら火 で 神 に 滅 ぼ さ れ た 死 海

近 く の 古 代 の 町 。

40)Bengallight:ベ ン ガ ル 花 火 。 鮮 や か で 持 続 性 の あ る 青 色 花 火 。 信 号 、 舞 台 に 用 い る。

41)ragtime:ラ グ タ イ ム 。 ジ ャ ズ 音 楽 の 一 種 。 黒 人 ピ ア ニ ス ト達 に よ っ て 始 ま っ た と され るsyn-

copationを きか せ た リ ズ ム 。

42)pianola:自 動 ピ ア ノ の 一 種 。
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